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ＪＲ東労組 青年連絡協議会 

発行責任者 宮下 洋介 

８月２７日、Ｒａｉ Ｂｏｃ Ｈａｌｌ（レイボックホール）市民会館おおみや第８集会室において、「ＪＲ東労組青年連

絡協議会第２回拡大代表幹事会」を開催し、４３名が結集しました。１７名から発言をいただき、多くの仲間の

実践によって、この１年で青年１２名の組織拡大を実現するなど、１年間の運動の到達点を確認しました。ま

た、不当労働行為や、現在、ＪＲ東日本で多く発生している事故・事象などの安全問題についても出され、会社

姿勢を許さず、参加者一人ひとりが多くの仲間と職場で議論していくことを参加者全員で確認しました。 

 

 

 

2025年度新幹事体制 

髙橋書記長 

福田総務・財政担当部長 

大竹組織部員 

多くの来賓の方にもお越しいただきました！ 

！ 

 

★主な発言★ 
・会社はおかしい、言いなりになっていてはい

けないとＪＲ東労組に興味。世間の信用を失う

ことを防がなければいけないと思い加入。 

・平和研修で権力は何かと考えた。私たちは

団結して立ち向かうしかない。 

・「新幹線は明日は動きますか？」と聞かれ、

「はい」と言えない現状。 

・安全、賃金など良い職場環境をつくろうとし

てるのはＪＲ東労組だと実感してもらい、多く

の仲間の関りで加入へつなげてきた。 

・青年運動の良さは楽しいこと、他地方の仲

間とのつながり。仲間と共にＪＲ東労組運動を

つくっていく。 

・新施策に対する議論。自らが持つ危機感を

訴えていく。 

・武蔵小金井駅暴行事件、あったことをなかっ

たことにする会社姿勢に憤りを感じる。世間

に広め、共感する人もいると実感。社友会は

社員を守らないことがわかった。 

 

↑↓発言した 17名の仲間の皆さん↓↑ 


